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個人情報の取り扱いについて 

本学では、個人情報を適切な安全対策のもとに管理し、漏洩等の防止に努めます。 

また、法令等に基づき開示する場合および本学の入試広報関連業務に利用する場合を

除き、ご本人の同意なく開示、提供はいたしません。 
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１. 身 に がいが る場合等の ・受 について 

視覚・聴覚・肢体に障がいがある場合等の受験については、入学試験時の配慮内容および入学

後の修学について事前相談を行っています。出願に先立ち、必ず、出願開始日の１カ月前までに

本学事務課（☎092-801-0486）へご連絡ください。  

＊必要に応じ、診断書の提出を求めることがあります。 

２. 入学 における （ ン ン ・ 等）への対応について 

１. 学校保健安全法で出席停止が定められている感染症（インフルエンザ・麻疹・新型コロナウイル

ス等）にかかり、治癒していない場合、その感染症が他の受験生や監督者に拡がるおそれがあり

ますので、入学試験の受験はできません。 

２. 学校保健安全法で出席停止が定められている感染症（インフルエンザ・麻疹・新型コロナウイル

ス等）に罹患し、治癒していないことを理由として本学入学試験を欠席する場合は、申請により

当該入学試験にかかる入学検定料の返還または別日程への受験の振替を行いますので、下記の要

領で手続きを行ってください。 

〈入学検定料返還・受験日程振替の申請方法〉 

１． 欠席する入学試験実施日当日の9：00～16：00の間に、電話にて本学事務課（☎092-801-0486）

へ連絡する。 

注：受付期間内に連絡することなく欠席した場合は、通常の欠席として取り扱い、入学検定料の返還

および別日程への受験の振替はしません。 

２．下記の申請書類を提出する。 

①入学検定料返還・受験日程振替申請書〈本学指定様式：電話による申請受付後に本学より送付します〉 

②診断書〈病名（学校保健安全法で出席停止が定められている感染症名）と加療期間（欠席した入学

試験日を含む）が明記されたもの〉 

入学試験に関する特別対応 
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１. 建学の精神 

 
教育基本法及び学校教育法に基づき、看護学に関する専門の学術を教授研究し、教養と良識を備えた有

能な看護専門職を育成することを目的とし、社会福祉に貢献するとともに、看護学の進展に寄与することを

使命とする。 
 

２. 教育の目的 

 
看護学に関する学術の理論・応用を専門的に教授研究し、高度な専門職業人を育成することを通して、

人々の保健・医療・福祉に寄与することを目的とする。 

 ３. 人材養成等教育研究上の目的 

 

４. 入学者の受け入れ方針（アドミッション・ポリシー） 

１．保健医療福祉に対する興味と関心並びに学習意欲を有している。

２．保健医療福祉に関する基礎的な知識及び基本的な技術と態度を有している。

３．物事を多面的かつ論理的に考察し、適切に判断することができる。

４．自分の考えを的確に表現し、相手に確実に伝達することができる。

保健医療福祉に関する幅広い知識を身に付け、専門性を自ら深め、学術的に研究を実践・応用できる

研究者、教育者及び高度な実践的指導者を養成することを目的とする。

 保健医療福祉の実践現場を牽引する教育者や管理者を目指すための基盤となる「看護基盤科目」、科学的かつ高い専門　
的能力を養成する「看護統合科目」、多様で質の高い能力の醸成を目指す「看護領域科目」、および保健医療福祉の実践

を普遍化・一般化する根拠となる研究力を養う「看護研究科目」の４つの科目区分により教育課程を編成する。

１)  対象者のwell-beingを目指した適切な健康支援のあり方と高度なコミュニケーション技法を活用した応用的な実践能

   力および基礎的研究能力を養成するために「看護基盤科目」を配置する。

２)  エビデンスに基づく口腔ケアを提案・推進する実践能力を基盤とし、高い倫理観、看護教育、看護管理、病態生理な

   ど、保健医療福祉活動に関する専門的な能力を養成するために「看護統合科目」を配置する。

３)  様々な健康状態や多様な場で保健医療福祉を必要とする人々に対し、科学的な思考のもと、質の高い保健医療福祉活

   動を創設する能力を養成するために「看護領域科目」を配置する。

４)  保健医療福祉活動に関する研究課題を探求し、研究計画を遂行する能力や批判力、論理性、表現力を養成するために

    「看護研究科目」を配置する。
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８. 学生募集（募集人員・試験区分・選抜方式・出願期間・試験日・合格発表日）

専攻・課程 
募集 

人員 

試験区分 

（選抜方式） 
出願期間（必着） 試験日 合格発表日 

看護学 

専攻 

修士

課程 
5 名 

前期 
一般 

社会人 

令和6年

11月11日（月）～ 

11月19日（火） 

令和6年 

11月26日（火） 

令和6年 

12月2日（月） 

後期 
一般 

社会人 

令和7年 

1月6日（月）～ 

1月14日（火） 

令和7年 

1月21日（火） 

令和7年 

1月27日（月） 

※一般入試、社会人入試ともに、出願に先立ち事前相談があります。

※入学試験は、福岡看護大学（福岡市早良区田村二丁目15番1号 ）で実施します。

※社会人等を対象に予め修業期間を３年あるいは４年間と設定し、この期間内に授業科目の履修、学位（修士）取得

に向けた研究計画を立て、研究の深化を図っていく長期履修制度を設けています。

８. 学生募集（募集人員・試験区分・選抜方式・出願期間・試験日・合格発表日）

専攻・課程 
募集 

人員 

試験区分 

（選抜方式） 
出願期間（必着） 試験日 合格発表日 

看護学 

専攻 

修士

課程 
5 名 

前期 
一般 

社会人 

令和8年

11月  9日（月）～

11月17日（火）

4

令和8年 

11月24日（火） 

令和8年 

11月30日（月） 

後期 
一般 

社会人 

令和9年 

令和9年 
1

1

月 日（火） 

令和9年 

1月18日（月） 

令和9年 

1月25日（月） 

※一般入試、社会人入試ともに、出願に先立ち事前相談があります。

※入学試験は、福岡看護大学（福岡市早良区田村二丁目15番1号 ）で実施します。

※社会人等を対象に予め修業期間を３年あるいは４年間と設定し、この期間内に授業科目の履修、学位（修士）取得

に向けた研究計画を立て、研究の深化を図っていく長期履修制度を設けています。

保健医療福祉を必要とする人々や家族に対するケア、集団やコミュニティを対象とした健康増進・疾病
予防活動を示している。

保健医療福祉を必要とする対象の特性やその場面に応じた現象を科学的に探究し、臨床教育・継続教育
で実践するための高度な専門知識と応用能力を身に付けている。

月 日（月）～ 
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１２．事前相談（全員対象） 

一般入試、社会人入試ともに入学試験の出願に先立ち、下記の要領で事前相談を行ってください。 

事前相談は随時受付ますが、期限までに相談を行ってください。 

《事前相談までの流れ》 

１ 本冊子８頁記載の看護特別研究の担当教員宛に電子メールを送り、面談日程を個別に調整してください。 

２ 担当教員より、事前相談票を受領してください。 

３ 指定された日時に事前相談票を持参し、福岡看護大学内で事前相談に臨んでください。 

４ 事前相談は60分程度行います。志望する専門分野の研究指導教員に面談し、以下の内容を相談して下さ

い。 

① 受験者が希望する研究テーマと研究指導教員の研究分野との適合性

② 大学院修了後に希望する進路

③ 受験者が希望する修業年数（長期履修制度の利用の有無）

事前相談期間 申し込み受付締切（必着） 

前期 随時～令和 年１０ １６月 日（金） 

後期 随時～

８ 令和 年１０ 　９月 日（金） ８

令和 年１２ 　８月 日（火） ８ 令和 年１２ 　３月 日（木） ８

.  
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R 9  学生募集要項

≪事前相談の内容≫
　ご自身が取り組みたい研究について具体的に相談してください。
事前相談の際、ご自身の業績（院内研究発表会における論文集録も可）をご持参ください。

看護特別研究　担当教員及び研究内容（研究指導内容は下記に限ったものではありません）

（晴佐久　悟/ haresaku@fdcnet.ac.jp）
　口腔機能の低下と食欲･体力低下との関係及び器質的口腔ケアと機能的口腔ケアによるオーラルフレイル予防効果
や誤嚥性肺炎をはじめとする口腔内細菌による感染予防について研究指導を行う｡

（荒川　満枝/ arakawam@fdcnet.ac.jp）
　感染対策に関する医療関連施設の状況把握や対策の効果、地域や事業所等の感染症対策や感染防止教育などの感染
管理について研究指導を行う。

（山下（青木） 久恵/ aoki@fdcnet.ac.jp）
　認知心理学の知見に基づいた看護教育に関する研究、および口腔アセスメントから口腔機能の向上に向けた口腔ケ
アに関する研究指導を行う。

（門司　真由美/ monji@fdcnet.ac.jp）
　看護教育における口腔のアセスメントやケアに関する研究、および色彩を含めた療養環境に関する研究指導を行う。

（樗木　晶子/ chishaki@fdcnet.ac.jp）
　循環器疾患患者の看護や口腔ケアにおける心身のアセスメント及び、循環器疾患増悪因子の評価と病態生理につい
て研究指導を行う。

（飯野　英親/ iino@fdcnet.ac.jp）
　染色体異常など遺伝性疾患児、障がい児、小児慢性疾患児への看護アプローチと家族支援の方法について研究指導
を行う。

（田出　美紀/ taidem@fdcnet.ac.jp）
　夫婦のコミュニケーションスタイル、周産期の抑うつに対する看護援助の方法、母性・助産学教育システム開発に
ついて研究指導を行う。

（岩本　利恵/ iwamoto@fdcnet.ac.jp）
　慢性疾患や難病を抱える患者における患者力を高める患者中心のシミュレーション教育、多職種連携教育について
研究指導を行う。

（内田　荘平/ uchidas@fdcnet.ac.jp）
　周術期および周麻酔期に関連する有害事象のリスクと予防的看護援助方法（医療安全、感染管理、ME機器管理、創
傷管理、手術体位、手術褥瘡、滅菌管理、他）について研究指導を行う。

（宮園　真美/ miyazonom@fdcnet.ac.jp）
　地域療養者を対象とした看護および口腔ケアや温熱刺激に関連した看護に関する研究指導を行う。

（吉田　大悟/ yoshidad@fdcnet.ac.jp）
　地域住民における健康課題および生活習慣病の実態とその関連因子の解明について研究指導を行う。

（松尾　和枝/ matsuo.kz@fdcnet.ac.jp）
　看護基礎教育および継続教育の場における看護教育方法や人材育成、患者への教育的支援に関する研究指導を行う。

（秋好　久美子/ akiyoshi.km@fdcnet.ac.jp）
　学童が心臓、血圧のメカニズムや口腔ケアと循環器疾患の関連について遊びながら学び、疾病予防の概念を身につ
ける教育プログラムの開発について研究指導を行う。

（青野　広子/aono@fdcnet.ac.jp）
　親子関係の構築と安定に関連した看護、および、慢性状態にある子どもと家族を対象とした看護について研究指導
を行う。

（原　やよい/ hara@fdcnet.ac.jp）
　精神疾患患者を対象とした看護および口腔ケアや療養環境に関連した看護に関する研究指導を行う。

地
域
・
在
宅

 

看
護
部
門

基
礎
・
基
礎
看
護
部
門

健
康
支
援
看
護
部
門



－ 9－

１３．入学者選抜 

選抜方法 

１ 入学者の選抜は、学力試験（小論文、英語）、書類審査（研究計画書・研究業績等）及び面接試験を総合評価 

して行います。 

２ 試験場は福岡看護大学とします。 

３ 試験科目と日程は、以下の通りです。 

受験区分 学力（筆記）試験 面接試験及び書類審査 試験日 

一般 

入学試験 

集合時間9：00 

9：30～10：30 11：00～12：00 13：00～ 

【前期】 

令和8年 

11月24日(火) 

【後期】 
令和9年 

1月18日(月) 

英語 

60 分 

小論文 

（看護専門分野） 

60 分 

面接試験 

（書類審査含む） 

社会人 

入学試験 

集合時間9：00 

9：30～10：30 11：00～12：00 13：00～ 

小論文1 

60 分 

小論文2 

（看護専門分野） 

60 分 

面接試験 

（書類審査含む） 

注1） 受験者は、試験当日午前9時までに受付を済ませてください。 

なお、受付は8時45分から開始します。 

2）最初の受験科目の試験開始後20分経過した遅刻者の受験は認めません。

3）社会人入学試験の「小論文1」は英語読解の問題を含みます。

4）英和辞書 1 冊のみ使用可とする（和英辞書、電子辞書、医学や看護学等の専門辞書は不可）。

5）13時までの間は、休憩（昼食）となります。昼食は、各自準備してください。

6）面接は、個人面接となり、当日に時間・面接会場を案内します。

（出願・受験状況により、面接終了時間は受験者ごとに異なります。）

7）一般入試、社会人入試ともに、入学試験に先立ち必ず事前相談を受けてください。

１４. 合格発表・入学手続期間

入試区分 合格発表 入学手続き期間（消印有効） 

前期試験 令和8年11月30日(月) 令和8年11月30日（月）～令和8年12月11日（金）

後期試験 令和9年  1月25日(月) 令和9年  1月25日（月）～令和9年  2月  5日（金）

※福岡看護大学玄関前及び本学ホームページ上に10時から18時まで合格者の受験番号を掲示発表します。

但し、ホームページ上での発表は、あくまで補助的なものです。合格通知書でご確認ください。

※合格発表日に、本人宛速達便（詳細については、通知書に同封の入学手続要領にて案内）にて通知します。

R 9  学生募集要項

≪事前相談の内容≫
　ご自身が取り組みたい研究について具体的に相談してください。
事前相談の際、ご自身の業績（院内研究発表会における論文集録も可）をご持参ください。

看護特別研究　担当教員及び研究内容（研究指導内容は下記に限ったものではありません）

（晴佐久　悟/ haresaku@fdcnet.ac.jp）
　口腔機能の低下と食欲･体力低下との関係及び器質的口腔ケアと機能的口腔ケアによるオーラルフレイル予防効果
や誤嚥性肺炎をはじめとする口腔内細菌による感染予防について研究指導を行う｡

（荒川　満枝/ arakawam@fdcnet.ac.jp）
　感染対策に関する医療関連施設の状況把握や対策の効果、地域や事業所等の感染症対策や感染防止教育などの感染
管理について研究指導を行う。

（山下（青木） 久恵/ aoki@fdcnet.ac.jp）
　認知心理学の知見に基づいた看護教育に関する研究、および口腔アセスメントから口腔機能の向上に向けた口腔ケ
アに関する研究指導を行う。

（門司　真由美/ monji@fdcnet.ac.jp）
　看護教育における口腔のアセスメントやケアに関する研究、および色彩を含めた療養環境に関する研究指導を行う。

（樗木　晶子/ chishaki@fdcnet.ac.jp）
　循環器疾患患者の看護や口腔ケアにおける心身のアセスメント及び、循環器疾患増悪因子の評価と病態生理につい
て研究指導を行う。

（飯野　英親/ iino@fdcnet.ac.jp）
　染色体異常など遺伝性疾患児、障がい児、小児慢性疾患児への看護アプローチと家族支援の方法について研究指導
を行う。

（田出　美紀/ taidem@fdcnet.ac.jp）
　夫婦のコミュニケーションスタイル、周産期の抑うつに対する看護援助の方法、母性・助産学教育システム開発に
ついて研究指導を行う。

（岩本　利恵/ iwamoto@fdcnet.ac.jp）
　慢性疾患や難病を抱える患者における患者力を高める患者中心のシミュレーション教育、多職種連携教育について
研究指導を行う。

（内田　荘平/ uchidas@fdcnet.ac.jp）
　周術期および周麻酔期に関連する有害事象のリスクと予防的看護援助方法（医療安全、感染管理、ME機器管理、創
傷管理、手術体位、手術褥瘡、滅菌管理、他）について研究指導を行う。

（宮園　真美/ miyazonom@fdcnet.ac.jp）
　地域療養者を対象とした看護および口腔ケアや温熱刺激に関連した看護に関する研究指導を行う。

（吉田　大悟/ yoshidad@fdcnet.ac.jp）
　地域住民における健康課題および生活習慣病の実態とその関連因子の解明について研究指導を行う。

（松尾　和枝/ matsuo.kz@fdcnet.ac.jp）
　看護基礎教育および継続教育の場における看護教育方法や人材育成、患者への教育的支援に関する研究指導を行う。

（秋好　久美子/ akiyoshi.km@fdcnet.ac.jp）
　学童が心臓、血圧のメカニズムや口腔ケアと循環器疾患の関連について遊びながら学び、疾病予防の概念を身につ
ける教育プログラムの開発について研究指導を行う。

（青野　広子/aono@fdcnet.ac.jp）
　親子関係の構築と安定に関連した看護、および、慢性状態にある子どもと家族を対象とした看護について研究指導
を行う。

（原　やよい/ hara@fdcnet.ac.jp）
　精神疾患患者を対象とした看護および口腔ケアや療養環境に関連した看護に関する研究指導を行う。
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１５. 長期履修制度 

趣旨と制度の概要 

この制度は、職業を有している等の事情により、標準修業年限（２年）での教育課程の履修、課程修了に必

要な単位の取得や学位（修士）の取得が困難な社会人等を対象に修業期間を３年あるいは４年間と設定し、

年間の学費負担を抑制することができ、就業しながらでも就学できる制度です。 

（1） ３年又は４年制長期履修の適用対象と選択の時期 

３年又は４年の長期履修の選択は、看護研究科看護学専攻修士課程に入学手続きされた社会人等が対

象となります（過去に職業を有し、或いは社会人経験がある、一般試験で合格し入学した社会人も対象となり

ます）。 

長期履修学生制度の適用を希望する場合は、入学手続締切日までに「長期履修（学生）申請書」を含む入

学手続書類を提出するとともに、学費のうち入学金のみを納入してください。入学後の変更は、認められませ

んので希望される方は、予めご相談ください。 

（2） 学費 

長期履修制度を選択した場合の学費は、２年の標準年限を在学期間とする通常の場合の２年間分の学費

を３年間あるいは４年間で分割納入することになります。ただし、選択した履修期間で課程を修了できない場

合の翌年度の学費は、通常の1年間の学費となります。 

 

 

１６. 学費 

看護学研究科（年額）                              （単位：円） 

区 分 
標準修業年限履修 

（2年） 

長期履修 

（3年） 

長期履修 

（4年） 

入学金 200,000 200,000 200,000 

授業料 600,000 400,000 300,000 

教育充実資金 100,000 66,000 50,000 

合  計 900,000 666,000 550,000 

※上記の他に、保険料（実費）及び同窓会入会金（およそ１万３千円程度）が必要となります。 

※入学金は本学卒業又は卒業見込みの者は100,000円となります。 

※長期履修（３年）の教育充実資金は２年目以降67,000円となります。 

※授業料及び教育充実資金については、２期に分けて分納できます。 
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１８．開講科目表 
 

科目区分  授業科目の名称  配当年次 

単位数 

必修 選択 

看護基盤科目 

健康支援特論 1年・前期 2 

看護研究方法 1年・通年 4 

 

対人関係特論 1年・後期 2  

看護統合科目 

口腔医療看護特論 1年・通年 2 

 

看護教育特論 

1年・前期 2 

10 

 

看護倫理特論 

1年・後期 

 

2 

看護管理特論 2年・前期 

 

2 

病態生理特論 2年・前期 

 

2 

看護領域科目 

看護援助特論 1年・通年

看護・口腔医療連携特論 1年・通年

4 

成人看護特論 1年・通年 

 

4 

高齢者看護特論 1年・通年 

 

4 

看護病態特論 1年・通年 4 

精神看護特論 1年・通年 

 

4 

母子看護特論 1年・通年 

 

4 

公衆衛生看護特論 1年・通年 

 

4 

4  

看護研究科目 

 

看護特別研究 1年～2年・通年  

［修了要件］ 

 修了要件については、体系的に教育の課程を履修し、修了に必要となる単位として、「看護特別研

究」１０単位を含む３０単位以上を修得するとともに、所定の研究指導を受けて、修士論文を提出の後、

論文審査及び口頭試問による試験に合格すること。 

 

姪浜
藤崎

橋本

野芥
賀茂

七隈

福大前

福岡空港西新

薬院駅
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地
下
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七
隈
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都市高速道路

都
市

高
速

道
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西鉄天神大牟田線次郎丸

福岡
I.C.

博 多 湾
能古島

福重

野多目
太宰府
I.C.

JR線
市地下鉄
都市高速
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岡

堤
野芥
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博多駅
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3

天
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州
自
動
車
道

六
本
松

鹿
児
島
本
線

新
幹
線

歯科大
西入口
交差点

次郎丸
交差点

次郎丸中学東
交差点

次
郎
丸
団
地

金
武↑

外環状線

地下鉄七隈線

次郎丸駅

賀茂駅
1番出口

次郎丸駅
2番出口

賀茂駅

福重出口（都市高速）

野芥出口（都市高速）

P

田隈小学校

ぺんぎん保育園ぺんぎん保育園

交 通 の ご 案 内（ 主 要 な 経 路 ）

天神南より21分
薬　院より18分 （1番出口）

（野芥出口）

賀茂

福

岡

看

護

大

学

徒歩 徒歩
約10分約10分

西鉄バス

西鉄バス

約20分

約20分

西鉄バス

約20分

徒歩 約5分

約4分

博多駅

博多駅
10分6分

6分 3分

徒歩 約8分

福岡看護大学交通案内略図

50周年記念講堂

歯科大病院歯科大病院 正門

介護老人保健施設

特別養護老人ホーム

福岡看護大学
（試験場）

（サンシャインシティ）

（サンシャインプラザ）

（解体中） 福岡歯科大学
医科歯科総合病院

福岡歯科大学
福岡医療短期大学

天
神
南

歯科大病院

次郎丸中学校前

次郎丸団地

（下車）

2番系統 田隈新町 経由 四箇田団地行

2番系統 田隈新町 経由 四箇田団地行

2番系統 次郎丸 経由 四箇田団地行
（下車）

（下車）
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１８．開講科目表 
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1番出口
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賀茂駅

福重出口（都市高速）

野芥出口（都市高速）
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田隈小学校

ぺんぎん保育園ぺんぎん保育園

交 通 の ご 案 内（ 主 要 な 経 路 ）

天神南より21分
薬　院より18分 （1番出口）

（野芥出口）

賀茂
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学

徒歩 徒歩
約10分約10分

西鉄バス

西鉄バス

約20分

約20分

西鉄バス

約20分

徒歩 約5分

約4分

博多駅

博多駅
10分6分

6分 3分

徒歩 約8分

福岡看護大学交通案内略図

50周年記念講堂

歯科大病院歯科大病院 正門

介護老人保健施設

特別養護老人ホーム

福岡看護大学
（試験場）

（サンシャインシティ）

（サンシャインプラザ）

（解体中） 福岡歯科大学
医科歯科総合病院

福岡歯科大学
福岡医療短期大学

天
神
南

歯科大病院

次郎丸中学校前

次郎丸団地

（下車）

2番系統 田隈新町 経由 四箇田団地行

2番系統 田隈新町 経由 四箇田団地行

2番系統 次郎丸 経由 四箇田団地行
（下車）

（下車）




